
条
坊
に
関
連
す
る
と
み
ら
れ
る
遺
構
も
検
出
さ
れ
て
い
る
。

検
出
さ
れ
た
ほ
か
、
条
坊
内
の
建
物
の
中
で
は
大
型
に
属
す
る
掘
立
柱
建
物
や

溝
（
道
路
側
溝
か
）
な
ど
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
八
世
紀
後
半
し
末
期

に
大
規
模
な
整
地
事
業
が
行
な
わ
れ
、
こ
の
上
に
平
安
時
代
の
遺
構
が
展
開
し

て
い
る
。
こ
の
時
期
に
お
い
て
も
条
坊
内
で
最
大
級
の
掘
立
柱
建
物
や
井
戸
、

柵
列
な
ど
が
検
出
さ
れ
、
ま
た
東
西
南
北
に
走
る
溝
（
道
路
側
溝
を
含
む
）
な
ど
、

区
画
が
な
さ
れ
、
そ
の
範
囲
は

―
二
坊
、
南
北
二

ニ
条
の
都
市

J

の
時
期
の
も
の
と
し
て
調
査
区
の
西
端
で
当
時
の
「
朱
雀
大
路
」
東
側
溝
が

あ
る
。
鏡
山
猛
氏
は
、
東
西
各

府
政
庁
の
南
に
広
が
る
遺
跡
で

7
 

調
査
担
当
者

遺
跡
の
種
類

遺
跡
の
年
代

太
宰
府
市
教
育
委
員
会

弥
生
時
代
後
期
？
し
平
安
時
代
後
期

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

大
宰
府
条
坊
跡
は
、
古
代
、
西
海
道
を
管
轄
し
た
大
宰
府
が
置
か
れ
た
大
宰

6
 
5
 

古
代
都
市

4
 

井
上
信
正

・
中
島
恒
次
郎

・
覇

橋

学

3

発
掘
機
関

九
六
年
一
月

2

調
壺
期
間
第
一
六
八
次
調
査

1

所
在
地

福
岡
県
太
宰
府
市
朱
雀

だ
ざ
い
ふ
じ
ょ
う
ぼ
う

福
岡

・
大
宰
府
条
坊
跡

一
九
九
五
年
（
平
7
)

六
月
し
一
九

東
西
南
北
に
走
る
道
路
状
遺
構
を
ふ
ま
え
た
新
た
な
条
坊
復
原
案
が
提
示
さ
れ

つ
つ
あ
る
。

今
回
木
簡
が
出
土
し
た
第
一
六
八
次
調
木
且
区
は
大
宰
府
条
坊
の
ほ
ぼ
中
央
、

左
郭
―
二
条
一
ー
ニ
坊
（
鏡
山
案
）
に
位
置
す
る
。
こ
こ
は
、
東
の
丘
陵
上
に

古
代
寺
院
般
若
寺
跡
が
あ
り
、
「
朱
雀
大
路
」
を
挟
ん
だ
北
西
に
は
大
宰
府
に

左
遷
さ
れ
た
菅
原
道
真
の
滞
在
地
と
し
て
知
ら
れ
る
榎
社
が
近
接
す
る
た
め
、

条
坊
内
の
一
重
要
地
点
と
目
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
調
壺
は
市
道
の
掠
幅
に
伴

う
も
の
で
、
長
さ
二

0
0
m
幅
八

m
と
い
う
、
条
坊
を
横
断
す
る
よ
う
な
東
西

に
細
長
い
調
壺
区
が
設
け
ら
れ
た
。

調
壺
で
は
、
七
世
紀
末
か
ら
―
二
世
紀
に
か
け
て
幾
度
と
な
く
整
地
事
業
が

繰
り
返
さ
れ
て
い
る
様
子
が
確
認
さ
れ
た
。
最
も
古
い
遺
構
は
弥
生
時
代
後
期

と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
、
当
期
の
自
然
流
路
や
ド
ン
グ
リ
な
ど
の
堅
果
類
を
貯

蔵
し
た
と
み
ら
れ
る
土
坑
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
面
は
七
世
紀
末
と
み
ら

れ
る
整
地
層
に
覆
わ
れ
、
こ
の
整
地
の
上
に
八
世
紀
の
遺
構
が
展
開
し
て
い
る
。
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8
 遺

物
の
出
士
羅
も
多
く
、
在
地
土
器
の
ほ
か
畿
内
系
土
師
器
や
肥
後
産
須
恵

器
な
ど
の
各
地
の
土
器
や
国
内
外
の
陶
磁
器
類
を
は
じ
め
、
和
同
開
称
、
石
帯
、

今
回
の
最
大
の
成
果
は
、
奈
良
し
平
安
時
代
を
通
じ
て
、
南
北
に
走
る
溝
や

柵
列
、
空
閑
地
な
ど
が
あ
る
間
隔
で
検
出
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
最
近
の
大
宰

府
条
坊
の
発
掘
調
査

・
研
究
で
示
さ
れ
た
条
坊
復
原
案
よ
り
推
定
す
る
と
、

坊
内
を
東
西
に
さ
ら
に
ニ
ー
三
分
割
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
す
な
わ

ち
居
住
空
間
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
を
一
例
と
し
て
、
今
後
条
坊
内

木
簡
が
出
土
し
た
の
は
、
東
西
に
走
る
道
路
状
遺
構
の
北
に
沿
っ
て
掘
削
さ

れ
た
―
一
世
紀
末
か
ら
―
二
世
紀
初
頭
頃
の
廃
棄
土
坑
（
条

一
六
八

s
k四
七

五
）
で
あ
る
。
直
径
約
―
―

-m
深
さ
一

・
ニ
五

m
の
大
型
土
坑
で
、
底
部
に
は
葉

り
、
そ
の
上
は
砂
質
系
の
土
が
堆
積
し
て
い
る
。
各
層
の
堆
積
状
況
を
み
る
と
、

腐
植
上
層
は
、
廃
棄
土
坑
と
し
て
機
能
し
て
い
た
段
階
で
の
開
放
状
況
下
に
お

い
て
、
樹
木
の
堆
積
と
と
も
に
形
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
後
土
坑

は
、
短
期
間
の
う
ち
に
自
然
堆
積
に
よ
り
埋
没
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
こ
こ

か
ら
は
、
在
地
土
器
の
ほ
か
陶
磁
器
類
が
出
土
し
、
木
製
品
に
つ
い
て
は
、
今

回
報
告
の

二
点
の
木
簡
の
ほ
か
に
曲
物
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。

木
簡
の
釈
文

・
内
容

二
点
と
も
、
両
面
に
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
肉
眼
に
よ
る
観
察
で
も
墨
痕
を
鮮

や
雑
木
な
ど
、
植
物
遺
存
体
で
構
成
さ
れ
る
有
機
物
の
層
（
腐
植
土
層
）
が
あ

が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
る
。

明
に
確
認
で
き
、
遺
存
状
態
は
良
好
で
あ
る
が
、
文
字
の
釈
読
に
ま
で
至
ら
な

か
っ
た
部
分
が
多
い
。
い
ず
れ
も
木
札
に
落
書
き
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

・
『ロロ』

□

「口」

(
8
9
)
 X
 18
 X
 1. 5
 

0
8
1
 

(72) x
(
1
7
)
 X
 2 
0
8
1
 

①
は
、
土
坑
下
部
の
腐
植
土
層
か
ら
出
士
し
た
。
柾
目
材
で
材
質
は
不
明

（
杉
ま
た
は
檜
か
）
。
細
筆
、
太
筆
に
よ
り
ニ
ー
――
一
回
異
な
る
運
筆
が
ほ
ど
こ
さ

れ
て
い
る
。
表
に
は
将
棋
の
駒
名
を
記
す
。
こ
の
木
札
は
駒
と
し
て
再
利
用
さ

れ
る
予
定
だ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
直
接
そ
れ
を
窺
わ
せ
る
痕
跡
は

み
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
裏
の
第
二
字
目
は
「
違
」
ま
た
は
「
運
」
と
み
ら
れ
る
。

な
お
、
将
棋
に
関
連
す
る
平
安
時
代
後
期
の
資
料
は
、
九
州
で
は
初
出
と
み
ら

れ
る
。
②
に
つ
い
て
は
、
土
坑
中
位
の
茶
灰
色
砂
士
層
か
ら
出
土
し
た
。
板
目

材
で
材
質
は
不
明
（
杉
ま
た
は
檜
か
）
。
当
初
は
現
況
よ
り
幅
広
の
板
材
で
あ
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
①
と
同
様
、
細
筆
、
太
筆
に
よ
り
ニ
ー
一
二
回
異
な
っ
た
運
筆

な
お
、
釈
読
に
つ
い
て
は
八
木
充
氏
、
倉
住
靖
彦
氏
、
平
川
南
氏
、
東
野
治

に
お
け
る
居
住
空
間
の
復
原
が
進
め
ら
れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

(2) 

〔
月
ヵ
〕
〔
舟
ヵ
〕

『
ロ
ロ
」

□

「口」
□

「口」

相
口

〔
等
ヵ
〕

「
口
』
口

□

『口』

「口』

『口』

(1) 

漆
器
、
木
櫛
、
青
銅
鏡
な
ど
多
種
に
及
ん
で
い
る
。

『
ロ
ロ
ロ
ロ
』

〔
一
ヵ
〕

口
桂
馬
香
車
口
歩
兵
「
ロ
ロ
」

「口』

「ロ
ロ
」
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之
氏ヽ

畠
信
氏
ほ
か

喜
の
方
にゞヽ
'---

教
ホ
1,,, 

た
ヘだ
井ぃ
上 た
信。
正

(2) 賞

(1) ! ヽ

T
E
L
0
四
三
ー
ニ

ニ
七
ー
七
五
五

闘
千
葉
県
史
料
研
究
財
団
編
集
、
千
葉
県
発
行
、
一
九
九
六
年
三
月
刊

A
4
判
、
本
文
六
―
二
頁
、
図
版
九
八
頁
、
別
冊
四

0
0
頁

頒
価
五
四

0
0
円
、
送
料
四
六

0
円

問
い
合
わ
せ

千
葉
県
史
頒
布
会

『
千
葉
県
の
歴
史
資
料
編
古
代
」
の
刊
行

こ
れ
は
一
九
九
一
年
か
ら
始
ま
っ
た
千
莱
県
史
編
纂
事
業
の
最
初
の
成

果
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
、
資
料
編
二
巻、

別
編
一
巻
、
自
然
誌

一
巻
の
う

ち
の
一
巻
で
あ
る
。
房
総
三
国
に
関
わ
る
文
献
史
料
を
神
話
・
伝
承
の
分

野
か
ら
治
承
三
年
（
―

-
七
九
）
ま
で
編
年
で
収
め
る
ほ
か
、
木
簡
、
正

倉
院
調
庸
綾
施
布
墨
害
銘
文
、
楊
守
敬
本
『
将
門
記
』
（
写
真
版
）
な
ど
を

収
載
す
る
。
そ
の
ほ
か
、
別
冊
と
し
て
「
出
土
文
字
資
料
集
成
」
が
あ
り
、

墨
書
土
器
や
文
字
瓦
な
ど
の
出
土
文
字
資
料
を
集
成
し
て
い
る
こ
と
が
特

箪
さ
れ
る
。
他
県
に
例
を
見
な
い
ほ
ど
大
量
に
出
土
し
て
い
る
墨
書
上
器

を
一
覧
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
大
き
な
成
果
で
あ
ろ
う
。
な
お
、

市
原
市
の
市
原
条
里
制
遺
跡
出
土
木
簡
（
本
誌
一
三
号
所
収
）
は
別
冊
で
は

な
く
本
文
に
収
録
さ
れ
て
い
る
点
を
付
言
し
て
お
き
た
い
。
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